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　桑名市をはじめとする東海地方に、死者・行
方不明者が5,000人を超える被害をもたらした
伊勢湾台風から、今年で61年になる。桑名市立
城南小学校では、４年生の社会科と総合的な学
習の時間を中心に、伊勢湾台風の学習を行いな
がら、防災学習を行っている。
（以下は昨年度の取組）
　まず、城南地区の地域の方と、伊勢湾台風に
ついて語り継ぐ「あかりプロジェクト桑名」の
みなさんをお招きし、当時城南地域はどんな様
子だったかを話していただいた。子どもたちは、
自分たちの住んでいる地区の名前も出てくる話
や、涙ながらに当時の話をされる地域の方の様
子に、しっかりと聞き入っていた。
　次に、過去の災害を現在にどう活かしている
のかを知るために、桑名市役所の防災危機管理
課の方から、この城南の地域はいかに土地が低
いのか、避難をどう考えればよいのかについて、
伊勢湾台風のことも交えながら話していただい
た。
　最後にまとめとして、自分の命を守るために
これからどうしていけばよいのかについて、「城
南フェア」で全校児童・保護者・地域のみなさ
んの前で発表をした。この取組を継続すること
で、５・６年生は自分たちが学習したことを思
い出すことができ、１～３年生は、これから学

習していくきっかけとなる。
　また本校では、津波警報が発表され、津波到
達までに90分が見込まれる場合を想定しての避
難訓練を行っている。全校児童で津波到達ライ
ンの海抜５ｍの場所をめざして、最後尾が90分
以内で到着できるのかを全校児童で歩いた。そ
の際も、保護者の方はもちろん、登下校の見守
り隊の方や消防団の方など、地域の方にもたく
さんの協力をいただくことができた。
　本当に普通の取組である。その普通の取組で
さえ、行うことが難しい今の状況が改善される
ことを願いつつ、この地域で生きていくからこ
そ、地域の経験した災害「伊勢湾台風」から学
ぶことを通じて「命を大切にする」子どもたち
を育てていきたい。

重 点 取 組
（単位教頭会より）

地域の経験した災害「伊勢湾台風」から学ぶ
桑名郡・桑名市教頭会 　桑名市立城南小学校　栖　村　太　志
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　員弁郡（東員町）・いなべ市には23の小中学
校（小学校17校・中学校６校）があります。今
年度、員弁郡・いなべ市教頭会では９名の新任
教頭を迎えました。
　私たち員弁郡・いなべ市教頭会は、今年度、
３つの基本方針を掲げ、取り組みを進めていま
す。

①�　変化の激しいこの時代の中で、教育者
としての教養と専門性を磨き、学校の管
理・運営者として必要な能力を高める。
②�　「生きる力」と「豊かな人間性」を育
成するための教育実践に努める。
③�　員弁郡・いなべ市教頭会の活力を高め、
組織の発展・強化に努める。

　
　３月より、新型コロナウイルス感染拡大防止
に伴う学校では長期に渡る臨時休業や、その対
応の中での卒業式・入学式の実施、授業の未履
修等、私たちがこれまでに経験したことがない
ことが次々と学校現場に押し寄せ、その対応に
追われた年度末、新年度の始まりでした。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため諸会
議や出張が中止となっていく中でも、こんな時
だからこそ員弁郡・いなべ市教頭会が集まり、
課題を共有し、学校の管理・運営者として大切
にしていかなければならないことなど、話し合

いを定期的に持ちました。特に、９名の新しい
教頭にとっては、学校の要となっていかなくて
はならないだけに、悩みや不安を学校という枠
を超え、相談したり、互いの学校の情報を交換
したりと、教頭みんなで一人ひとりを支えあう
場となっています。
　今年度は、基本方針 ③「員弁郡・いなべ市
教頭会の活力を高め、組織の発展・強化」に向
け、さらに一歩取り組みを進めます。それは、「管
理職を目ざす教員のための学習会」の実施です。

「教頭」という仕事や役割を少しでも知っても
らい、より多くの教員に管理職を目ざしてほし
い。そのために、今、教諭として意識してほし
いこと・力をつけてほしいことや、学校が教職
員みんなで支えあっていること（「チーム学校」
として学校が動いていること）を改めて実感し
てもらう会にしたいと思っています。

９名の新しい仲間を迎えて、さらにパワーアップ！
員弁郡・いなべ市教頭会 　いなべ市立藤原小学校　宮　崎　和　久

　新型コロナウイルスの対応に追われる日々で
ある。４、５月が臨時休業となったため、生徒
が楽しみにしていた自然教室や修学旅行等の行
事は延期や中止となった。また、授業時数確保
のため、夏休みは縮減された。四日市市では、
今年度から普通教室にエアコンが設置されたの
で、涼しい教室で授業が行えるのがせめてもの
救いである。
　過去３年間の四日市市の中学校の不登校生徒
の発生率は、3.5％前後で、不登校生徒数は300

人前後で推移している。本校の不登校発生率は、
減少傾向にはあるものの、四日市市のそれより
も高い傾向にある。今年度のコロナの影響は、
不登校の生徒をさらに増やしてしまう可能性が
高いのではないかと、大変心配している。
　四日市市には登校サポートセンター「ふれあ
い教室」があり、不登校生徒やその保護者に寄
り添い、学校復帰に向けて支援を行っている。

「ふれあい教室」での取り組みが生徒の自信に
なり、学校への復帰につながった生徒も多くい

あすなろ教室に期待
四日市市中学校教頭会 　四日市市立南中学校　山　下　英　樹
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る。
　本校では、今年度から校内に登校サポート教
室「あすなろ教室」を開設した。常勤の教諭が
専属で教室を運営し、学校や教室に足が向きに
くい生徒の支援を始めた。普通教室や保健室以
外に過ごせる場所ができたことで、学校へ来や
すくなった生徒がいる。個に応じた丁寧な支援
が行えるので、表情が明るくなった生徒がいる。
昨年度は職員室で朝の挨拶のみをして下校して
いたが、今年度は朝８時半までに登校し、「あ
すなろ教室」で自分のペースで学習を進められ
るようになった生徒がいる。また、担当教員は
保護者との面談も行い、保護者のケアも行って
いる。担任と連携を取り、担任と生徒の関係も
大切にしている。専属の教員以外も「あすなろ

教室」で学習支援を行っている。「ふれあい教室」
とも連携し、段階的な支援の方法について情報
共有を図っている。
　「あすなろ教室」の取り組みを、本校の不登
校生徒の教室復帰につなげていきたい。

　浜島小学校は、志摩市西部にある浜島町唯一
の小学校である。小規模校で全校児童は85人。
落ち着いた雰囲気の中で学習活動が行われてい
る。その浜島小学校も、今年度は他の学校と同
じように、３月から続くコロナ禍によって自宅
学習を余儀なくされた。週に１回の家庭訪問を
担任の先生にしてもらってはいたが、更になに
かできることがないかと考え、かねてから検討
課題に挙がっていた、Zoomでの子どもとのや
りとりにトライすることとした。学校にあるパ
ソコンでZoomが使えるパソコンを探したとこ
ろ１台だけあり、市の総合教育センターから職
員を派遣してもらい学校のIDを作成して設定
することができた。実際に繋いでみることにな
り、６年生の担任にネット環境の調査をしても
らった。６年生15件全てで繋げそうだというこ

とがわかり、次は再度市の総合教育センターと
連携して、子どもや保護者が家で端末を操作し
てZoomが繋げられるように「操作ガイド」を
作成し配付した。
　１回目の「Zoomによる朝の会」を５月15日

（金）に行った。９時からの開始であったが、
予定時刻より早く何人かの子どもたちが接続を
始めて、14人の児童と接続して話すことができ
た。しかし、なかなかうまく接続できなかった
り、音声が聞こえなかったりする子どももいた。
その日のうちに担任に家庭訪問をしてもらい、
接続するにあたり困ったことについて指導して
もらった。おかげで翌週の18日（月）、19日（火）
に行ったZoomを使った「朝の会」と健康観察
では、スムーズにやりとりすることができた。
教師側も、大きなモニターをパソコンの画面と
連動させ、Zoomの他の機能も使って前回より
もスムーズに連絡を伝えることができた。
　実際にやってみて思うことは、やはり子ども
とは面と向かって生の言葉でやりとりできるの
が一番、ということだった。しかしそれがかな
わないときに、このZoomでのやりとりをする
ことは、子どもたちを少しでもクラスと繋げて
おくための力になるのではないかと感じた。今
後は更に「授業をする」ということを見据えて、
取組を少しでも進めておきたいと考えている。

Zoomの運用を進めてみて
志摩市教頭会 　志摩市立浜島小学校　大　主　孔　明
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　私たち津市北地区教頭会は、津市の北部にあ
たる旧安芸郡の学校で構成される、総数15名の
小さな教頭会です。こぢんまりとした組織の特
色を活かし、横のつながりを大切にした活動を
行っています。年間６回開かれる教頭会では、
前半は全体での報告、協議、連絡などを行い、
後半は３つのブロックに分かれての情報交換を
行っています。日頃は業務に追われ、近隣の学
校どうしであっても、なかなか連絡を取り合う
ことができないため、貴重な情報交流の機会と
なっています。
　また、年に１回は研修会も兼ねて行っており、
令和元年度は至学館大学の上島久明先生をお招
きし、「学校でのリスクマネジメント」と題し
ての講演を行っていただきました。他所で起こ
った熱中症事故を検討事例とし、事実から事故
の発生要因を探ることの大切さ、事故発生に至
ってしまう学校教育の構造的な弱点、リスク軽
減のための具体的な手だてなどを説明してくだ
さいました。そして、事故発生につながる人間
の行動様式や心理的側面にも言及され、科学的
知見をもとにした熱中症事故の未然防止策につ
いて提言いただきました。最後に、教育委員会

の通達等に頼るばかりではなく、事前に危機を
予測して対応することが必要であると結ばれま
した。この日に学んだ考え方は、他の学校事故
にも応用できることであり、日頃の学校危機管
理について見つめ直すよい機会となりました。
　さらに、津市北地区教頭会では懇親会を年に
数回行っており、これも横のつながりを作るた
めの重要な取組の一つとなっていますが、今年
度はコロナ禍により、残念ながら実施できてい
ません。しかし、本当はこのようなときにこそ横
のつながりが必要なのかも知れません。年度後
半に向け、「学校の新しい生活様式」のもとでの

「つながり作り」を模索していきたいと思います。

つながりを大切に
津市北地区教頭会 　津市立千里ヶ丘小学校　松　田　　　敦

　明和中学校がある明和町は、人口約23,000人、
町の中央には近鉄線が走り、隣接する伊勢市と
松阪市とは、経済的にも文化的にも深い関係が
あります。
　江戸時代にお伊勢参りで賑わった伊勢街道が
近鉄線と平行に通っており、古くは、伊勢神宮
に仕える斎王の住まう所でもありました。斎王
制度は、天武天皇の頃から南北朝時代まで660
年以上にわたって続き、60人以上の斎王が存在
したといわれています。斎王まつりは、斎王が
京都から明和町の斎宮まで滋賀県、鈴鹿峠を越
え５泊６日で群行した姿を再現したものです。
　現在、明和中学校区には、６つの小学校があ
り、本校の生徒数は、８月現在604名で県内で

も大規模校です。昨年度の12月には、60年以上
お世話になった校舎に別れを告げ、新校舎開校
式を行い、新たな気持ちでスタートしたところ
です。
　さて、昨年度末から新型コロナウイルスによ
る感染症の恐怖が全国規模で押し寄せ、子ども
達の安全を第一にした取り組みが、どの学校に
おいても行われています。
　本校でも、「明和中学校感染症対策ガイドラ
イン」を作成し、１日の学校生活・家庭での注
意点・お願い等をまとめ、取り組んでいます。
日常的には、登校時各学年の昇降口に受付を設
置、担任が当番で点検しています。生徒は健康
観察表をクラスのカゴに提出し、未提出の場合

感染症対策の取り組みと課題
多気郡教頭会 　明和町立明和中学校　渡　辺　　　明
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は、昇降口で検温してから教室に入るようにし
ています。教室入室前の対策として始めました
が、全校一斉に学年単位で取り組むことで教師
の分担がうまくいき、職員の朝の打ち合わせ時
は副担任が点検し、必ず誰かが生徒の健康状態
の把握に努めています。回収した健康観察表は
チェック後、朝学活前に担任が確認しています。
　各学年200名ほど生徒が在籍していますが、
当初心配していたほど密になることなく全体が
新しいシステムに慣れてきたところです。
　また、中学校の職員・生徒や関係者に感染者、
濃厚接触者が出た場合、小中学校での動きにつ
いても町の教育委員会と話し合いを持ち、マニュ
アルを作成しました。
　課題もあります。例えば登下校時の昇降口、
自転車小屋、休み時間等の三密の点検・解消は

難しく、浸透しない部分があります。
　終息が見えない中、今後は、さらに生徒自身
の自己予防を目指した主体的な意識感覚を育て
る取り組みが必要になってくるように感じてい
ます。
 
　

　本校も新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、４月15日～５月17日の間は臨時休業となり
ました。その後、分散登校を経てようやく学校
再開となりました。授業再開後は学校の新しい
生活様式5.22Ver.1及び6.11 Ver.2を踏まえ、可
能な限り感染防止対策に努めた上での学校運営
がなされています。一方、約１か月間の学習の
遅れを補うよう努めつつ、研修委員長さんが中
心となり研究授業も計画的に実施されています。
６～７月の間に研究授業（10クラス）と支援学
級（５クラス）の授業公開週間が設定され、教
員の指導力向上のための研修と児童理解に努め
ています。（残り18クラスは２学期以降に実施
予定）
　ところで、先日、関東地方の保育園でクラス
ターが発生したことを受け、とある保育園で、
自然に集まって遊ぼうとする園児に向かって、
マスクとフェイスシールドをした保育士さんが

「密ですよ！」「離れなさい！」と必死で注意し、
園児たちが密にならないよう、かかわらないよ
うにと、悪戦苦闘している様子がテレビで放送
されていました。もちろんこの保育士さんも、
子どもが遊びや他者とのかかわりを通して育つ
こと（つく力がたくさんあること）は百も承知
であり、感染を防ぐためにやむを得ずの行動を
とっているのだと思います。しかし、その様子

を見て、この状況が少しでも早く終わってほし
いと強く感じました。
　本校の研究授業後の研修会でも、『主体的・
対話的で深い学び』の実現を考えたとき、「感
染防止対策さえなければ、もっと効果的な学習
活動ができるのに…」といった意見も出されま
す。
　「絵を描くのが上手な○○さん」「昆虫博士の
○○さん」「アイデアマンの○○さん」…とい
った具合に、本来、かかわりやつながりの中で、
仲間から認められたり、教師が見抜き価値づけ
したりすることで「その子らしさ」が輝くもの
だと思います。感染防止対策を講じつつ、かか
わりやつながりは分断しないよう工夫していく
べきであると考えています。

学校の新しい生活様式の中で…
三重郡教頭会 　朝日町立朝日小学校　萩　原　俊　一
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　教頭会の「重点取組」ということで原稿の依
頼をいただいたのですが、今年度は新型コロナ
ウイルス感染症の対応等で例年にない校務の煩
雑さがあり、教頭会の活動を最小限にしていま
す。そこで、代わりに、勤務校の様子を紹介さ
せていただきます。
　わたしが南が丘小学校に赴任してすぐの出来
事です。体育館に行く途中のふれあいホールの
出口で、教室に帰る２年生の子どもたちと鉢合
わせになりました。わたしが、道を譲るため横
に動くと、一番前にいた男の子が丁寧に会釈を
してくれました。「授業の移動は静かにする」
という約束を守った好感度の高い行動ができる

ことに感心しました。元気な挨拶もいいですが、
会釈も素敵です。これまでいくつもの学校に勤
めてきましたが、本校の子どもたちは、会釈に
よるコミュニケーションをスマートに使いこな
している割合が高いと感じています。また、保
護者の方々との関わりの中でも同じことを感じ
ていたので、子どもたちの行動は、おそらく、
周りの大人の姿から自然に身についたものだと
思いました。
　また、本校は、たくさんのボランティアの方
に支えられており、地域の教育力の高さを感じ
ているところです。いつもは、ボランティアの
方から、「元気のよい挨拶が気持ちいいですね。」
などと褒めていただくのですが、先日、「声を
かけても返事もしない。」という声を聴かせて
いただきました。「でも、今の子はいろいろあ
るし、そんな時期もあるわな。」と続けられ、
ボランティアの方が、子どもたちの内面まで理
解しながら関わってくださっていることにあら
ためて気づかされました。
　これからも、保護者や地域の方々に学ばせて
いただきながら、ともに子どもたちの教育に携
っていきたいと思っています。

地域とともにある小学校
津市中地区教頭会 　津市立南が丘小学校　大　屋　ゆかり

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大予防の
ため、紀南教頭会においても多くの活動が中止
や短時間での活動となっている。中でも定期総
会、懇親会の中止は２つの意味において残念な
ことであった。
　１つは、当然のことながら今年度の紀南教頭
会の活動を推進していくための、「計画の確認」

「意識を全体で共有」などの貴重な場・時間が
取れなかったことである。書面での決議に置き
換え形式は整っている。しかし、例年において
も定期大会の提案時間にしか議案を読む時間が
取れない現状である。自分を含め、何人の方が

議案を読むことに時間をかけられたのか？今年
度の活動のまとめをする前に、改めて精読した
いところである。
　もう１つは、新しく紀南にみえた教頭先生と
の交流ができなかったことである。紀南には県
内の様々な地域から管理職として来られる方が
多くみえる。各校の情報交換をする中で、遠く
紀南に来ていただいた教頭先生には、それぞれ
の地域での研修の持ち方を教えていただくなど、
経験に基づいた貴重な示唆をいただくことが多
かった。また、「紀南ではこれまでどのような
研修の進め方をしているのか」を交流しあう中

紀南教頭会の活動報告
紀南教頭会 　熊野市立金山小学校　寺　本　育　史
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で、それぞれの長所・短所を出しあいつつ、各
校での教頭としての取組に向けて研修を深め
合ってきた。
　三重県最南端の紀南教頭会。「県内の状況を
知る」だけでなく、「紀南の取組」を県下に発

信する交流の会が紀南教頭会の持つ一面でもあ
る。今後も紀南教頭会への温かいご支援をお願
いするとともに、各地教頭会の更なる発展を祈
念して紀南教頭会の活動報告とさせていただく。

　５月、新型コロナウイルス感染症対策のため
臨時休業が延長されたことにより、子どもたち
に、ますますのしかかる不安やストレス、悩み
に応えようと、休校中も市内の小学６年生が持
ち帰って日々の学習に使用していたタブレット

（iPad）を活用して、担任がホストとなりクラ
ス単位でのオンライン朝の会が実施されました。 
　５ 月11 日（月）～22 日（金）のうち各学校
の実情に合わせ週２～３回ほど行いました。オ
ンライン朝の会はZoomを活用し、子どもたち
がお互いの顔を見あえたり、話ができたりしま
した。各回自由参加ということにもかかわらず
多くの児童が参加し、直接先生たちやクラスの
友だちと交流しました。わずかな時間ではあり
ましたが、久しぶりの朝の会に、各学校の教室
にはにぎやかな時間が流れていました。 
　学校再開に向けた試金石の取組でしたが、思
わぬ効果もみられました。オンライン朝の会で
は、「朝」に限定したことで、臨時休業中は不
規則になりがちな子どもたちにとっては、早起
きをして規則正しい生活に変えるきっかけと
なったケースもありました。
　６年担任の先生方からは、「子どもの元気な
姿を見ることができ、子ども同士も久しぶりの

やり取りに嬉しそうであった。」「子どもだけで
なく、教師もホッとした。」など、やってよかっ
たという声が聞かれました。今後も臨時休業等
不測の事態の折には、また取り組んでいきたい
という声も多く寄せられました。
　この「オンライン朝の会」の取組が、オンデ
マンド授業動画の作成やオンライン授業の実施
が求められる時勢への対応に向けたきっかけに
なったのではないかと思っています。
　こんな時だからこそできること、こんな時だ
からこそやるべきことをしっかりと考え、学校
全体で子どもたちのために協働し、チーム学校
として子どもたちのために進んでいきたいと思
います。

小学６年生で「オンライン朝の会」を実施！！
伊勢市教頭会 　伊勢市立豊浜東小学校　奥　田　恭　子

熊野の海と山
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　昨今の教育現場では、不登校児童生徒の増加
や人間関係の希薄さとSNSの普及に伴う生徒
間のトラブル、中１ギャップをはじめとした生
活面における課題などが大きな教育課題となっ
ている。中学校へ入学するタイミングでは、子
どもたちに様々な変化が訪れる。新しい環境に
慣れず力を発揮しにくい子どもや周囲になじめ
ず疎外・いじめの要因を生じさせてしまうケー
スもある。よって、小中一貫教育により小中学
校間の情報交換が密になり、児童生徒に対する
きめ細かで適切な対応を効果的になされれば、
課題解決への重要な取組となる。更には、小中
学校間の連携を深め「小中一貫カリキュラム」
に基づく義務教育９年間の学習指導と生活指導
の円滑な接続や連続性を図った教育活動という
面で小中一貫教育は有効であると考えられる。
　名張市でも小中一貫教育に向けて昨年度中に
各中学校区で、小中学校の教職員が子どもの実
態を共有し、中学校区の「めざす子ども像」お
よび「教育目標」を掲げ、小中学校が一体とな
るグランドデザインを作成し、つけたい力や軸
となる取組、活動の具体的実践を協議した。そ
の中で見えてきた課題を『小中一貫教育を進め
ていく上での教頭の働き』として重点課題とし
て取り組んだ。
　小中一貫教育を実施するにあたっては、中学
校移転に係る校区再編に向けての調整や折衝、
９年間を見通した小中一貫カリキュラムの編制、

名張に誇りや愛着を持ちながらグローバル社会
をたくましく生きる力の育成、特別な支援が必
要な子どもたちの支援や引き継ぎ体制の構築、
コミュニティ・スクールを基盤とした「地域と
ともにある学校」づくりの取組等、様々な課題
があげられる。と同時に、進めていく際には、
関係する小中学校の教職員による打合せや事
前・当日準備が必要であるため、教職員の多忙
感・負担感の増加が伴うことが懸念される。こ
れらの課題にも対応していくために、教頭とし
て、教職員や保護者、地域と連携しながら、丁
寧に取り組んでいくことが要求されるが、難局
に対処していくためにも、教頭同士が連携し、
取組状況の情報交換を行いながら、次に進むた
めの手立てを考え、取り組んでいくことが大切
である。

小中一貫教育を進めていく上での教頭の働き
名張市教頭会 　名張市立北中学校　山　本　芳　広

　今年は新型コロナウイルスに関わり、新学期
早々より、教育課程や行事の変更など例年どお
りが通じないことばかりで、当たり前の日常が
いかに貴重であるかを思い知らされました。４・
５月は休校中の家庭学習に備えプリントや動画
の作成、行事の見直し、６月以降は授業の準備
に加え、校舎内の消毒などもあり、多忙な毎日

が続きました。他にも密を避けるため、PTA
総会を書面決議としたり、運動会を分散型とし
たり、家庭訪問を中止にしたりするなどどれも
初めてのことばかりでした。校内では休校中も
再開後も、必要に応じて学年代表を集め、一つ
ひとつのことに対して、それぞれの立場や経験
から知恵を出し合い、対応を協議してきまし

　ビヨンド・コロナという意識で
津市南地区教頭会 　津市立誠美小学校　寺　田　正　秋
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　加茂小学校では、児童の豊かな心を育むため、
家庭・地域と連携し「地域とともにある学校」
の実現に向けて、以下のような活動に重点をお
き取組を強化している。
１　地域体験学習
　 　保護者や地域の方の協力を得て、継続した

米作りや野菜作り体験を実施している。昨年
度においても、地域の方々とともに米や大根
をたくさん収穫し、子どもたちは達成感や喜
びを味わうことができた。地域から学び、地
域のよさを認識し、人とのつながりを大切に
する児童、郷土を愛し、誇りに思える児童の
育成を推進している。
２　地域と連携した防災教育と安全確保
　 　保護者・地域・職員・中学生と小学生高学

年が連携して、校区危険箇所点検を実施し、
ストップマークの張り替え等も行っている。
その点検の結果をもとに、地区別で協力し
合って命を守る防災マップを作成し、全校の
防災学習へつなげている。

　 　また、児童の安全を地域で守るため、保護
者・地域ボランティア・職員が連携して早朝
より登校指導を行っている。登校指導で保護
者が感じたことを集約した加茂小安全だより

を教頭が発行し、児童の安全確保についての
啓発活動を定期的に行っている。
３　幼・保・小・中の連携した取組　　
　 　９年間で身につけさせたい力を「表現する

力・行動する力・つながる力」とし、小中が
連携して人権教育カリキュラムを作成し、発
達段階に応じた人権学習を継続的に進めてい
る。また、児童が安心して学校生活が送れる
よう、校種間の十分な引継ぎ・保護者との面
談・入学前の学校見学・運動会や交流活動等
を行っている。

　 　地域とともにある学校づくりをめざし、
「チーム加茂」による教育を推進している。

 

「地域とともにある学校」の実現に向けて
鳥羽市教頭会 　鳥羽市立加茂小学校　中　村　久　美

た。対外的な会議や研修についても軒並みオン
ラインとなり、重要な研修のいくつかについて
はプロジェクターを使用し、全員でその内容を
視聴することも行いました。新型コロナウイル
スは重篤化し、死に至るケースもあり、大きな
不安や恐怖を覚えます。つい最近までは、「今
後10～15年かかって社会は大きく変化をするだ
ろう」と予測されていましたが、今回は数ヶ月
という驚異的な速さで社会や教育を変化させま
した。７月以降、第２波が全国的に猛威を振る
っており、現在はWITH（ON）コロナと言わ
れる状況ですが、AFTERコロナ（終息）とな
った時に、コロナ以前の状態に戻すのではな
く、BEYONDコロナ（コロナを超える）、すな
わちコロナを超えて自分たちの考え方や行動を
いかに変えて行くべきかが大切だと思います。

現実は目の前の行事や授業に追われ非常に大
変ですが、「何のため」「誰のため」を忘れず、
BEYONDコロナを意識しながら、子どもたち
や最先端で頑張っている教員のために今、でき
ることを精一杯取り組んでいきたいと思います。
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　コロナ禍の中、社会も学校も、これまでの「日
常」が「非日常」となり、当たり前の物事が当
たり前ではなくなってしまった。我々教職員も、
しばらくの間、子どもたちの命・健康・安全を
最優先に、未知の領域の中で試行錯誤の日々を
過ごすことになる。
　この「日常が非日常となる」といった現象に
ついて、私は、自身の人生におけるある体験か
ら、今、深い感慨を持つに至っている。
　教頭１年目の平成28年11月、私は人間ドック
で、初期の肺がんが発見された。仕事納めの12
月28日に手術。悪いところは全て取り除くこと
ができ（そのはずだった）、１月４日には退院。
冬休み明けからは、職場へも無事復帰すること
ができた。
　しかし、半年後の７月、体調が再び悪化し、
小腸への転移が見つかる。８月に、２度目の入
院・手術。幸いなことに今回もがんはきれいに
切除することができたが、「あなたのがんはヤ
ンチャだ（＝たちが悪い）」ということで、９
月から２学期いっぱい病気休暇を取得し、４クー
ルの抗がん剤治療を受けた。
　この２回の手術と抗がん剤治療によって、私
は、強烈な「日常の非日常化」という洗礼を受
けることとなる。手術後は、とにかく「痛い！」
の一言。息をする、咳をする、寝返りをうつこ

ともままならない。抗がん剤の副作用は、嘔吐
や脱毛はなかったものの、ひどい味覚障害と食
欲不振、便秘に悩まされた。味が全くわからな
い上に食欲が出ない、便秘でお腹も気持ち悪い
…ということで食事量は激減。正月を迎える頃
には、体重が７キロほど落ちてしまっていた（そ
の後、１か月経たないうちに、見事リバウンド
を果たすことになるのだが…）。
　私は今、県の「がん教育推進事業」に協力し、
時折県内の小中学校を訪問して、がん体験者と
してがん教育の授業に携わっている。そして、
いつも子どもたちに、命の尊さはもちろんのこ
と、「当たり前の日常の大切さ」を強く訴えて
いる。毎日家族のいる家で、おいしいごはんが
食べられること。学校へ行き、友だちや先生と
仲よく勉強できること。暖かい布団の中でのび
のびと寝られること。どれも空気のようにあり
ふれた、当たり前に存在する情景だけれど、そ
の一つひとつが有難く、なくてはならない貴重
な ｢日常｣ の一コマだ。子どもたちには、いら
ぬことに無駄な時間を費やすことなく、当たり
前の日常を一瞬でも大切に、有意義な時間をぜ
ひ過ごしてもらいたい。
　「日常」が「非日常」となってしまっている
コロナ禍の今、その終息とともに、強くそう願
わずにはいられない。

「日常」と「非日常」
紀北教頭会 　尾鷲市立尾鷲中学校　谷　川　進　悟

コミュニケーションを大切に
鈴鹿市教頭会 　鈴鹿市立深井沢小学校　神　原　亜矢子

　鈴鹿市は小学校34名、中学校12名、計46名の
教頭がいます。昨年度、管理職退職者が多かっ

たこともあり、令和２年度は14名の新教頭を迎
えました。
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　年度初めの様々な書類に加え、昨年度末から
の新型コロナウイルス関連のメールもたくさん
送られ、重点取り組みであるはずの「勤務時間
縮減」もどこかへ消え、新教頭だけでなくとも、
すべての教頭が目を回していました。また、鈴
鹿市では一人１台Chromebookが支給され、新
しいシステムも導入されました。本来は勤務時
間縮減のための導入が、慣れない作業にたくさ
んの教頭が、４月、時間外労働上限45時間を超
えるということになってしまいました。
　そんな中、鈴鹿市では「勤務時間縮減」に少
しでもつなげるため、自主教頭会で小さな取組
を行っています。新型コロナウイルス感染諸対
策のため、長時間行うことはできませんが、第
１回はブロック別に新教頭から悩みを聞き、先
輩教頭が答えたり、業務をうまくこなしていく
コツなどを話し合ったりしました。

　第２回は「夏調査」と「就学時健診」につい
て教育委員会の方々に来ていただき、詳しく説
明をしていただきました。また、小中に分かれ、
小学校では「就学時健診」の流れについて教頭
会役員で説明をしました。関係する様々な文書
を養護教諭と協力しながら教頭が準備を行うた
め、夏調査と重なりとても忙しくなります。中
学校では時間外労働45時間を超える教員にどの
ように声をかけていくかなど情報交換を行いま
した。
　第３回は９月に行われる予定ですが、初めに
話したChromebookを教頭としてどのように活
用していくと勤務時間縮減になるのかみんなで
考えていく予定です。
　鈴鹿市教頭会はコミュケーションを大切にみ
んなで話し合い「勤務時間縮減」に取り組んで
います。

　新型コロナウイルスの影響で、全国中の教頭
先生の日課作業が劇的に増えた。私は出勤した
らまず校舎の窓、約200枚を開け、同時にあち
らこちら消毒している。どこの学校でも、新型
コロナウイルス感染防止のための重点取組とし
て、頻繁に換気や消毒を行っていることだと思
う。
　去年の今頃は、世の中がこんな状況になるな
んて想像もしていなかった。

「まさか、全員がマスクをして授業をせなあか
んなんて」

「まさか、無言で前を向いて給食を食べること
になるなんて」…。
　本来、子どもとは、仲間と近づき、集団の中
で育つもの。いわば、「三密」の中で成長して
いくものだ。グループ学習で意見交流をして多
様な考えに触れたり、体育祭でみんなと力を合
わせて集団演技を披露したり、文化祭の合唱で
は仲間の息づかいを感じ、ハーモニーを奏でた
りする中で、自他が互いに成長し、集団として
レベルアップする。
　しかし、コロナ禍で今までの常識が覆された。
サザンの歌が頭の中で谺する。
♪　ああ、もうあの頃のことは夢の中へ　～　
帰らぬ思い出　Time goes by 　♪
　でも、嘆いていてもしょうがない。今、やれ

ることをするしかない。もはやあの「平穏な時
代」には戻れない。だからこそ発想の転換が必
要で、これからの「ニューノーマル」を生み出
すしかない。このコロナ禍だっていつ終息する
かわからないし、終息してもまた同じようなこ
とが蔓延するだろう。
　例えば、本校の校長はアイデアマンで、木材
とビニルシートを買って自作のパーテーション
で職員室を仕切ってくれた。1セット800円也。
まずは自分で動けということか！私は、オンラ
イン授業ができるように本気で勉強するぞ。
2021年には全員にタブレットが配られ、ネット
環境が整備される。「想定外は想定内」。ありと
あらゆる場面を想定し、対応していきたい。

毎朝2 0 0枚
度会郡教頭会 　度会町立度会中学校　田　辺　宣　昭
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　本校は、2011年度に総務省と文部科学省から
ICT教育の実践校に指定されて10年がたちまし
た。以降、生徒も教師も一人１台のタブレット
を持ち、各教室に１台の大型IWB（電子黒板）
の環境下、授業での利活用をはじめ、家庭学習
教材、朝の健康観察、カラーの学級通信、各種ア
ンケート、生徒会役員選挙の電子投票、教師用
掲示板、職員会議等の資料のペーパーレス化…
毎日、様々な場面で使用されるICT機器は、今
では私たちにとってなくてはならないツールで
あり、三雲中学校の文化の一部になっています。
　学校目標である「自立・協働・創造」のもと、
生徒が卒業後、変化の激しい社会の中で自由に
活躍できる資質や能力の育成をめざしています。
すべての教科で「協働学習（子どもたち同士が
教え合い学び合う協働的な学習形態）」を取り
入れ、生徒の対話的・主体的な学びを通して深
い学びにつながっていくよう授業改革を行って
います。その中でICT機器が大事なツールと
して活躍しています。

　毎年教職員の入れ替わりがある公立中学校で
は、タブレットのノウハウをどう引継ぎ、どう
発展させていくかが課題になっています。本校
では、校内研修会やミニ研修会、雑談研修会の
中で研鑽を積んでいます。また、各教科の指導
案データ蓄積をはじめ、今後各教科のデータ共
有化についても議論しながら、働き方改革にも
つながる利活用を進めていきたいと考えていま
す。
　国のGIGAスクール構想を受け、松阪市でも
全小中学校で一人１台のタブレット導入が決ま
りました。また、今年は新型コロナウイルス感
染症対策による２度にわたる休業措置など不安
定な社会情勢の中、「オンライン教材」の利活
用など家庭学習の充実やWEB会議ツールの利
活用等、ますますICT機器が必要不可欠となっ
ています。
　私は、校内でもアナログをこよなく愛してい
る数少ない一人ですが、時代の流れに対応すべ
く日々タブレットと向き合っています。

ＩＣＴ機器の利活用について
松阪市教頭会 　松阪市立三雲中学校　後　藤　正　和
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　現在、四日市市には小学校が37校あり、内２
校は複数配置で、合計39名が本会に所属し、活
動しています。
　主な活動内容は以下の３つです。
①�　８月以外の毎月１回の定例会（ブロック別
研修・課題別研修）
②　各種研修
③　定例会後の役員会・理事会

①�　８月以外の毎月１回の定例会・ブロック別
研修・課題別研修

　教育委員会からの指示伝達や県教頭会の報告
や連絡をしています。
　その後、ブロック別研修と課題別研修を行っ
ています。
　ブロック別研修会では、中学校区をもとにし
たＡからEの５ブロックに分かれて、予め役員
会・理事会で決めたテーマ（例コロナ対応・運
動会など）とともに、各会員から出された話題
について情報共有したり検討したりします。わ
たしも１年目のときには、様々なことを気軽に
聞ける場として、とても有意義に時間を過ごす
ことができました。
　課題別研修会では、まず、年度の初めに、ⅰ
教育課程、ⅱ子どもの発達、ⅲ教育環境整備、
ⅳ組織・運営、ⅴ教頭の職務の５つの中から所
属課題を決めます。次に、各課題別に設定した

主題をもとに、調査・研究をし、レポートにま
とめ、1,２月の定例会で発表をします。資料は
有効活用しています。

②　各種研修
　先述のブロック別研修・課題別研修に加え、
次の４つの研修も行っています。
　ⅰ 　教育委員会の２名の課長から講話（一昨

年度までは毎年全課長でしたが、教頭会時
間短縮のため）（写真１参照）　

　ⅱ 　８月に教育支援課による夏季研修会・人
権同和教育課による研修会

　ⅲ　教育支援課との共催研修
　ⅳ　校長会代表の先生から講話
③　役員・理事会(写真２参照)
　一昨年度までは、役員・理事会を定例会とは
別日に行っていましたが、役員・理事の出張を
減らすために、現在は定例会後に和気あいあい
と行っています。
　主な話題は、当月のブロック別研修会で出さ
れた内容の確認、次月の定例会について（ブロ
ック別研修会のテーマなど）です。
　各ブロックの理事は、ブロック別研修会の記
録をまとめ、副会長がそれらを一つにまとめた
文書を次月の定例会で伝達、配付し、全体での
還流を図っています。

四日市市小学校教頭会の取組
四日市市小学校教頭会 　四日市市立海蔵小学校　酒　匂　秀　人

写真１　７月定例会のなかの教育支援課長の講話の様子 　　写真２　定例会後の役員・理事会の様子
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　伊賀市教頭会は、30名の会員が「横のつなが
りを大切に」をスローガンに、年８回の研修会
を行うなど、活発に活動をしています。
　「横のつながり」とは、会員同士がお互いに
教え合い、助け合い、楽しみ合う「つながり」
を作ろうということです。具体的には、研修会
の中で、「教育研究部会」「経営研究部会」「法
制研究部会」の３つの部会に分かれてテーマ別
に研究を行い、各校の取組の交流を進めていま
す。交流会では、提出文書の処理方法を教え合っ
たり、他の学校でも使えそうな実践を部会員で
共有したり、親睦のための様々な催しを行った
りするなどの活動を行っています。
　伊賀市の特徴的な取組としては、年１回の講
演会活動があります。最近の２年間は、HUG
やクロスロードを会員同士で行うことにより、
災害についての認識を新たにする活動を行いま
した。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴
い、例年以上に「横のつながり」を大切にした

取組を進めています。研修会での交流内容も新
型コロナウイルス対策や、休校に伴う授業時間
の確保などの話題が多くなっています。また、
働き方改革の取組も今年度の重要課題です。各
校の取組を交流し、自分の学校の取組に取り入
れるようにしています。例年以上に学校運営上
の課題が山積している時だからこそ、「横のつ
ながり」を大切にして、みんなで乗り越えてい
きたいと考えています。

 
研修会が行われる伊賀市教育研究センター　外観

　「横のつながり」を大切に
伊賀市教頭会 　伊賀市立上野南中学校　藤　山　正　道

　新型コロナウイルス感染症対策のために、亀
山市では臨時休業からの学校再開にあわせて、
児童生徒用の机に卓上シールドが設置されまし
た。これにより、教師も児童生徒も安心して授
業を行うことができます。しかし、安全安心が
得られた一方で、教室全体に圧迫感が生まれま

した。また机と机との距離をとらざるを得ない
ため、以前よりも通路が狭く感じます。教師も
児童も教室の中を移動するときに卓上シールド
とぶつかってしまうこともたびたびです。また、
子どもたちは授業中卓上シールドの透明部分か
ら黒板を見ることになります。子どもたちから
は、視界がゆがんで前方が見にくいとの指摘も
ありました。このように安全を確保するために、
今までなかったものをつけるといろいろと不便
なこともあります。しかし、これからの熱中症
が心配される季節でもシールド内ではマスクを
外してもいいので、子どもたちは安心して授業
を受けることができます。
　卓上シールドで安心感が増しましたが、教職
員の負担となっているのが校舎内の消毒作業で
す。目に見えないウイルスを除去する作業とな

卓上シールド
亀山市教頭会 　亀山市立関小学校　谷　　　　　伸
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愛犬コロとの別れ
松阪市立阿坂小学校　森　　　　健

　2020年１月16日木曜日。
　14年間一緒に過ごした愛犬コロが天国へと旅立
ちました。
　14年前、娘が犬を飼いたいと言ったので、ペッ
トショップへ行きました。その時、まだ耳がたれ
ていた子犬の柴犬と目が合いました。とても愛ら
しい目で私を見つめてきました。この子を家に連
れ帰りました。しかし、私たち家族が犬の飼育に
慣れていないせいか、よく甘噛みをしてきて困り
ました。甘噛みを直すために厳しいしつけもしま
したが、あまり効果がありませんでした。その後、
自然に接するようにしたらうまく懐いてくれまし
た。それから、コロは家族の一員となって癒やし
の存在となりました。家族のみんなは何か嫌なこ
とがあるとコロの所へ行って話を聞いてもらって
いました。
　コロが家にやってきたとき、子どもは中学生や
小学生でしたが、今では社会人になって働いてい
ます。子どもたちはコロといっしょに成長してき
たといっても過言ではありません。娘が特にかわ
いがっていましたが、娘が就職のため家を離れて
から、コロは寝ていることが多くなりました。私

も妻もコロと遊ぶ時間を増やしてみましたが、やっ
ぱり娘のパワーには勝てなかったらしく、今年の
正月の後、コロは体調を崩しました。そのことを
聞いて娘がようすを見に来てくれました。安心し
たのか、コロは天国へ旅立ちました。
　コロが天国へ旅立ってから思うことは、私たち
家族にとってコロは本当に大きな存在だったんだ
なということです。
　コロちゃん、長い間ありがとう。

りますから、手間も時間もかかります。ご承知
の通り、教職員は放課後に教材研究や教育にま
つわる相談、研修会や会議などを行っています。
当番制にしてみたものの、消毒作業のために業
務を中断せざるを得ません。全国の学校同様、
私の勤務する亀山市立関小学校でも感染症拡大
防止のため、放課後（子どもの下校後）に教職
員が分担をして多くの子どもが手に触れる箇所

（ドアノブ、手すり、スイッチなど）を消毒し
ていました。そこで関小学校学校運営協議会の
場で、教職員の実情を伝え、校内消毒の学校支
援ボランティアの募集を呼び掛けてもらいまし
た。そうしたところ、現在では13名の方からご
賛同を得て、校内消毒をしていただいています。
これにより教職員の消毒作業にかかる時間が削
減され、校務に集中することができ、大変助か

っています。学校が困っているときに協力して
いただける“学校の応援団”がたくさん集まっ
ていただけるというのは本当にありがたいこと
です。
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皆さんの学校には、明治の頃の有名人が書いた額は残っていませんか？
四日市市立内部小学校　山　田　賢　治

　一人の医者が江戸時代にタイムスリップすると
いうドラマを観たことがありますか。コロナ禍の
外出自粛の中、再放送されていましたが、私はこ
のドラマに登場する「稲むらの火」で有名な濱口
儀兵衛や、緒方洪庵、佐久間象山などの墓碑を、
20代後半頃から趣味の一つとして訪ね歩いていま
した。幕末から明治にかけて活躍した有名人の墓
碑は「明治の三筆」の日下部鳴鶴（めいかく：名
は東作）や巌谷一六（いわや　いちろく：名は修）
が数多く書しており、私はその書風を研究してい
たからです。
　皆さんの学校には、明治の頃、有名人によって
書かれた碑や額は残っていませんか？
　四日市市内に残るいくつかを紹介します。
〇�日永小学校「日永学校」額　巌谷一六の書（明
治14年）
　明治15年２階建ての校舎を新築したときに掲げ
られた。
〇富田小学校「冨田学校」額　山岡鉄舟の書
　鉄舟（通称名は鐵太郎）は、勝海舟、高橋泥舟
とともに「幕末の三舟」と称される。揮毫の経緯
は不明（未調査）だが、鉄舟は西郷隆盛の依頼に
より明治５年から明治天皇の侍従となる。東海道
に面した校門脇に「明治天皇御駐輦跡」（四度の来
訪）の碑もあり、明治７年の冨田学校開校記念に
依頼したのではないか。
〇�内部小学校「惟義是重（おもうにぎはこれおも
し）」額　尾崎咢堂（名は行雄）の書
　尾崎行雄は「憲政の神様」と呼ばれる。昭和12
年講堂完成時に掲げられた。現在はうつべ町かど

博物館に展示されている。
〇�四郷小学校「伊藤小左衛門之碑」　金井金洞の書
（明治19年）
　金井金洞（名は之恭：ゆきやす）は、貴族院勅
撰議員（揮毫時は内閣大書記官）。この碑は最初、
市内の諏訪神社に建立されたが、昭和51年、四郷
小学校創立百周年を機に同校校庭に移設。
　明治の頃の学校は、地域の有力者が私財をなげ
うって建てられたものが多かったようです。学校
の正面玄関に掲げられる額などを有名な人物に揮
毫してもらい、立派なものにすることは、地域の
誇りでもあったのではないでしょうか。
　明治の三筆の一人、巌谷一六の書は、北勢町麻
生田「麻生神社」額、菰野町菰野「藤枝氏碑」、四
日市市川島町「川島神社」額、鈴鹿市神戸城跡「竹
軒先生之碑」、偕楽公園「松本宗一君之碑」、伊賀
市種生「兼好法師遺跡碑」等、県内各地で見るこ
とができます。
　一方、日下部鳴鶴の書は、紀伊長島町の西田家
に残された六曲一双の屏風や松阪市歴史民俗資料
館の「国産松阪木綿商」額、松阪市西黒部町の「意
非多神社」額、鳥羽市二見の賓日館にある額等が
残されていますが、碑（たくさんの文字が書かれ
た物）は一つもありません。
　学校に残っている額は、公になっていない物が
多く、100年以上経っていることから保存状態も悪
く、このまま忘れ去られたり処分されたりするこ
とが考えられます。ご一報くださればよろこんで
調査します。でも教頭のうちは無理です。退職し
てからだと思います。まずはご一報を。


